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　5月 23 日（木）公益社団法人京都労働基準協会京
都下支部『令和 6年度通常総会』が、都ホテル京都八
条B1F（陽明殿の間）に於いて、ご来賓ならびに会員
のご出席のもと開催されました。
　羽渕支部長の開催挨拶（別掲）に引き続き、ご来賓
の向山京都下労働基準監督署長より、着任のご挨拶
と最近の労働行政課題にふれたご祝辞をいただきま
した。
―議案審議―
　そして、議案審議では支部規約に従い羽渕支部長
が議長となり、報告事項ならびに決議事項の審議が
行われました。
　まず、報告事項である「令和 5年度事業報告の内容
報告」及び「令和 6年度事業計画及び収支予算の内容
報告」について、事務局から一括して報告・説明があ
り、全員一致で確認されました。
　引き続き決議事項として、第 1号議案「令和 5年度
収支決算報告承認について」、第 2号議案「令和 6年
度京都下支部役員の選任ついて」、第 3号議案「令和
6年度公益社団法人京都労働基準協会通常総会代議
員の選任ついて」が上程され、いずれも提案通り満場
一致で承認されました。
　議案審議終了後、小笠原労働基準部長が入場され、
優良従業員表彰規定により執り行われた第 64 回優
良従業員の表彰式にご臨席いただきました。今回の
受賞者は 2名（2事業場）で、受賞者には羽渕支部長よ
り表彰状と記念品が授与されました。そして式典終
了後に小笠原労働基準部長より、京都労働局が本年
度重点的に取り組む施策のうち、労働基準行政に関
する施策にふれたご祝辞（別掲）をいただきました。

―情報交換会―  
　情報交換会は、副支部長会社である株式会社日本
板硝子㈱京都事業所総務課の千種課長による乾杯の
挨拶で始まり、会員相互ならびにご来賓や監督署幹
部の皆様方との情報交換が和やかに行われ、有意義
な時間を過ごすことができました。
　最後に、副支部長会社である関西電力送配電㈱京
都本部総務グループの田村チーフマネージャーによ
る中締めの挨拶によりお開きとなりました。

令和６年度
京都労働基準協会京都下支部 通常総会挨拶

支部長　羽渕　完司

　ただいま、ご紹介いただきました京都銀行の羽渕
でございます。開会にあたりまして 一言ご挨拶を申
し上げます。
　会員各社の皆さまにおかれましては、本日はお忙
しいなか本総会にご出席を賜り、誠にありがとうご
ざいます。 
　また本日は、京都下労働基準監督署の向山署長様、
熊谷副署長様、堀井副署長様におかれましては、公務
ご多忙のなかご臨席を賜り、厚く御礼申し上げます。
　さて、近時の経済動向につきましては、雇用・所得
環境の改善は見られますが、1～ 3 月期の国内総生
産速報値が、実質で 2.0％減と２四半期ぶりにマイナ
スとなるなど予断を許さない状況が続いています。 
一方で今年の春季労使交渉におきましては、賃上げ
率が 33 年ぶりの高水準となるなど、人財への投資は
非常に活発化している状況にあります。　このよう
な中、当支部では昨年度、「労働災害の防止と労働者
の健康確保のための事業の推進」「安全衛生教育等の
促進」「労務管理の向上のための事業の推進」等、労働
基準行政の施策に沿って積極的な事業運営を行って
まいりました。
　会員各社の皆様方、また下支部の職員の皆様のご支
援、ご協力のおかげで、滞りなく進められましたこと

–（公社）京都労働基準協会　京都下支部––（公社）京都労働基準協会　京都下支部–
令和6年度通常総会開催

羽渕支部長 向山署長 小笠原
労働基準部長
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を、この場をお借りして厚く御礼申し上げます。
　今年度につきましても、従来から取組んでおりま
す「労働災害ゼロ」と、従業員のやりがい、働きがいを
重視した、「安心、安全、健康な職場づくり」に向けま
して事業運営の更なる活性化に努めて参りたいと考
えております。引続き皆様のご支援とご協力を賜り
ますよう、お願い申し上げます。
　また、本日は通常総会と合わせまして、優良従業員
表彰式を執り行います。当支部では、昭和 35 年以来、
会員企業の従業員の中から、永年にわたって職務に
精励し、労働災害防止、労働衛生の推進に顕著な功績
を上げられた方々を表彰しております。
　本日、表彰をお受けになられるお二方は、安全と衛
生の両面において、それぞれの職場でご活躍され、大
きな功績を残されました。ご尽力に改めて敬意を表
しますとともに、本日の表彰を心からお祝い申し上
げます。
　以上、会員各社の皆様のますますのご繁栄、ご発展
をお祈り申し上げまして、簡単ではございますが開
会の挨拶とさせていただきます。
ありがとうございました。

令和６年度
京都労働基準協会京都下支部　通常総会祝辞

京都労働局　労働基準部長　小笠原　哲治

　ただいま、御紹介いただきました京都労働局労働
基準部長の小笠原でございます。
　本日ここに、令和６年度 公益社団法人京都労働基
準協会 京都下支部通常総会が盛大に開催されまし
たことを心よりお慶び申し上げます。 
　また、日頃から羽渕支部長をはじめ、会員の皆様に
は労働基準行政の推進につきまして、格別の御理解
と御協力を賜りますことにつき、厚くお礼申し上げ
ます。 
私からは、本年度、京都労働局が重点的に取り組む施
策のうち労働基準行政に関する施策を御紹介し、祝
辞とさせていただきます。
　はじめに、最低賃金の履行確保と賃金の引上げに
向けた取組みについてです。
　昨年 11 月、閣議決定のデフレ脱却総合経済策で岸
田首相は新たな政府目標として最低賃金を「2030 年
代半ばまでに全国加重平均が 1，500 円となるよう目
指す」と述べ、本年度さらに最低賃金の引き上げがあ
るものと思われます。

　御承知のとおり、最低賃金の引上げは、政府として
の重要な施策であることから、引上げによる影響が大
きい中小企業・小規模事業者の生産性を向上させ、賃
上げが可能な環境を整備するため、今年度も「業務改
善助成金」をはじめとする支援策とセットで周知する
ことにより施策の実現を図ることとしています。
　管下の各監督署において、賃金引上げに向けた要
請を行っておりますので、この取組みに御理解いた
だくとともに、厚生労働省のホームページ内に開設
した「賃金引上げ特設ページ」に掲載した賃金引上げ
の取組事例などを御参照いただき、生産性の向上に
よる賃金引上げの実現に向けて取組んでいただきま
すようお願いします。
　次は、「長時間労働の抑制」に関する取組みです。
京都労働局は、京都働き方改革推進支援センターに
よるワンストップ相談窓口を活用しつつ、関係機関
等と連携を図りながら、働き方改革に取組む事業者
へのきめ細やかな支援に努めることとし、具体的に
は各監督署に設置した労働時間相談・支援班による
窓口相談や個別訪問支援、セミナーの実施等に加え、
業種別団体等に対する支援を実施してまいりまし
た。
　令和 6 年 4 月から、これまで労働時間の上限規制
の適用が猶予されていた建設業、自動車運転者、医師
等について、新たな上限規制が開始され、適用されて
おりますが、京都労働局は各労働基準監督署と連携
して、円滑な施行に向けた支援に引き続き取り組む
ことにしています。そのなかでも、トラック運送事業
者の時間外労働の縮減に向けた取組を推進するた
め、トラック運送事業者の改善基準告示違反が荷主
都合の「長時間の恒常的な荷待ち」によるものと疑わ
れる場合は、発・着荷主に対し、荷待ち時間を発生さ
せないように努めるよう各監督署が「要請」し、その
改善に向けて働きかける取組みを引き続き行うこと
にしております。
　トラック運送事業者をはじめとする適用開始事
業・業務に時間外労働の上限規制が円滑に適用でき
るよう、皆様も御理解いただくとともに、過重労働に
よる健康障害の防止に向けた取組み、ひいては、働き
方改革の実現に向けて御協力をお願いいたします。
　続きまして、「14 次防を踏まえた労働者が安全で健
康に働くことができる環境の整備」についてです。
令和5年度を初年度とした｢第 14次労働災害防止推進
計画｣においては、「自発的に安全衛生対策に取り組む
ための意識啓発」、「労働者の作業行動に起因する労働
災害防止」、「高年齢労働者の労働災害防止」、「健康確保
対策」、「業種別の労働災害防止」等、8つの重点事項と
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　対策を進めているところです。
京都府下の令和５年の休業 4 日以上の労働災害発生
状況は、3，228 件となり、前年（5,670 件）より減少しま
したが、新型コロナ感染症にり患した方も含んでい
ますので、それを除くと前年よりも増加しています
（令和 5年 2,672 件、令和４年 2,489 人）。さらに、令和
5年の死亡者数は、17 人に達し、14 次防が掲げた目
標達成（目標値：死傷 2,489 人、死亡 13 次防 55 人か
ら 14 防 52 人以下）には厳しいスタートとなってお
ります。
　労働災害の発生状況の特徴として、60 歳以上の高
年齢者の労働災害（R5：831 人、25.74％）、労働者の行
動に起因する転倒や腰痛災害（R5：1,176 人、44.01％
（転倒 640 人、腰痛等 536 人））、第三次産業や中小企
業における労働災害が多く発生しており、これらを
踏まえた安全衛生対策の取組みを行っていく必要が
あります。
　14 次防では、期間中の数値目標として、重点事項
における取組の進捗状況を確認する「アウトプット
指標」と、その取組の成果として期待される事項の到
達目標となる「アウトカム指標」を設定し、先程申し
上げた「自発的に安全衛生対策に取組むための意識
啓発」など 8つの重点対策を掲げ、事業場における安

全衛生対策を積極的かつ計画的に推進してまいりま
すので、皆様の御協力をお願いいたします。
　なお、労災補償につきましては、従来から労災補償
請求の迅速かつ公正な処理に努めているところです
が、精神障害事案、脳・心臓疾患事案、石綿関連疾患
事案といった複雑困難事案の請求件数は依然として
高い水準を維持しているところです。特に精神障害
事案と脳・心臓疾患事案は、調査に時間を要する場
合が多いところですが、これらの事案は発症原因が
長時間労働であることも多く、監督部署と労災部署
とが連携をして速やかに勤務実態の把握に努めるな
ど、引き続き迅速かつ公正な処理を進めてまいりま
す。
　京都労働局及び京都下労働基準監督署における以
上の取組みにつきましては、京都下支部及び会員の
皆様の御理解と御協力のもと、よりよい就労環境を
つくるために支部会員の皆様とともに努めてまいり
ますので、重ねて一層の御支援・御協力をいただき
ますようお願い申し上げます。
　結びに当たり、京都労働基準協会京都下支部と本
日御参集の皆様のますますの御発展と御健勝を祈念
し、総会に際しましての御挨拶といたします。

　第64回公益社団法人京都労働基準協会京都下支部『優良従業員表彰式』が通常総会の議事終了後、
小笠原労働基準部長ご臨席のもと執り行われました。
　式典では、労働災害防止のため有益な改善・考案を工夫された方 1名と、永年に亘り現場指導の
職務に従事され、企業の発展に貢献された方 1名の計 2名に、羽渕支部長より表彰状と記念品が贈
呈されました。その後の情報交換会にもご出席いただき、行政幹部職員ならびに会員の皆さま方と
交流を深めていただきました。

日本通運㈱ 京都支店
石野 聖史 様

中央　羽渕支部長

ダイハツ工業㈱ 京都（大山崎）工場
片山 浩隆 様

第64回 優良従業員表彰式
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令和 5年度　事　業　報　告
（令和 5 年 4 月 1 日～令和 6 年 3 月 31 日）

年　月　日 年　月　日事　　　業　　　内　　　容 事　　　業　　　内　　　容場　　　所 場　　　所

令和
5． 4．   7

13

18

18

19

5. 9 〜 10

15

18

29 〜 30

6.  　2

9

15

16

20

28 〜 29

7.1 〜 9.30

7.  　7

13

20

21

22

31

8.  　2

3

25

28

9.7 〜 8

19

27 〜 29

10.  　2

4

12

23

26

31

11.  　2

4

10

15

16 〜 17

21

22

27

12.  　1

12

15

18 〜 19

20

令和
6．1．11~12

12

2.  　16

22

27

3.  　1

6

19

会計監査

第１回支部長・副支部長会議

新入社員安全衛生等教育（市内３支部 共催）

［本部］第１回京都安全衛生大会 実行委員会

第１回支部運営委員会

安全管理者選任時研修（市内 3 支部 共催）

通常総会（第 63 回優良従業員表彰式を含む）

［本部］第１回理事会

職長教育（京都上支部・京都下支部 共催）

機関紙「京都下労基だより」No268 号編集委員会

ＫＹＴ職場活性化研修（京都下支部・京都南支部 共催）

［本部］京都労働基準協会 通常総会

業種別〔正・副〕部会長会議

［本部］第１回京都労働安全衛生関係団体等連絡協議会

　　　　第 2 回京都安全衛生大会 実行委員会

安全衛生推進者養成講習（市内 3 支部 共催）

京都ゼロ災 3 か月運動

［本部］京都安全衛生大会

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育（市内 3 支部 共催）

［本部］出張特別試験（衛生管理者・ボイラー技士）

研削用といし取替え業務特別教育 座学（市内 3 支部 共催）

　　　　同　　上　　　   　　　 実技（市内 3 支部 共催）

［本部］京都衛生管理者会 幹事会

低圧電気取扱業務特別教育（市内 3 支部共催）

低圧電気取扱業務特別教育（市内 3 支部共催）

労務管理セミナー配信用録画撮り（市内 3 支部共催）

　※ WEB 配信 : 2023.9.6 ～ 9.30

［本部］第 1 回事務局長会議

職長教育（京都下支部・京都南支部 共催）

［本部］第 2 回京都労働安全衛生関係団体等連絡協議会

全国産業安全衛生大会

機関紙「京都下労基だより」No269 号編集委員会

［本部］京都産業保健セミナー（衛生管理者会総会 同時開催）

金属機械部会・電器部会［合同企画］施設見学会

一般部会・商業部会［合同企画］施設見学会

産業医研修会（京都下産業保健連絡協議会）

［本部］3 部会合同会議

研削用といし取替え業務特別教育 座学（市内 3 支部共催）

　　　　同　　上　　　   　　　 実技（市内 3 支部共催）

京都府建設業労働災害防止大会

京都下地域安全衛生セミナー

　※化学紙印刷部会・建設部会［合同企画テーマ採用］

安全管理者選任時教育（市内３支部共催）

低圧電気取扱業務特別教育（市内３支部共催）

低圧電気取扱業務特別教育（市内３支部共催）

金属機械部会・電器部会［合同企画］座学

ＫＹＴ職場活性化研修（市内 3 支部共催）

フルハーネス型安全帯使用作業特別教育（市内 3 支部 共催）

低圧電気取扱業務特別教育（出張講習）

一般建築物石綿含有建材調査者講習（市内 3 支部共催）

［本部］第 3 回京都労働安全衛生関係団体等連絡協議会

　　　　第 2 回事務局長会議

安全衛生推進者養成講習（市内 3 支部 共催）

［本部］安全祈願祭・新年互例会

第 2 回支部長・副支部長会議

第 2 回支部運営委員会

一般部会・商業部会［合同企画］座学

タクシー部会・運輸倉庫部会［合同企画］座学

　※京都上・京都南 両支部ハイタク部会共催

［本部］第 3 回理事会

［本部］第４回京都労働安全衛生関係団体等連絡協議会

　　　　第 3 回事務局長会議

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

からすま京都ホテル

京都経済センター

京都経済センター

京都下労働基準監督署

京都経済センター

ホテルグランヴィア京都

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

―

ロームシアター京都

京都経済センター

み や こ め っ せ

京都経済センター

三菱自動車工業㈱京都製作所

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

ポートメッセなごや

京都下労働基準監督署

池坊学園こころホール

㈱湖池屋 京都工場

宝酒造㈱伏見工場及び
宝ホールディングス歴史記念館

マ ク セ ル ㈱ 及 び
ビークルエナジージャパン㈱

京都経済センター

京都経済センター

三菱自動車工業㈱京都製作所

ロームシアター京都

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

滋 賀 県 東 近 江 市

京都経済センター

京都経済センター

京都経済センター

下 鴨 神 社

京都経済センター

京 都 経 済 セ ン タ

京都経済センター

京 都 東 急 ホ テ ル

京都経済センター

京都経済センター

総会ニュース 京都下労基だより 2024.8.1 5



開 催 日 活　　動　　状　　況 場　 所

令和５年
  10月12日（木）

◆金属機械部会・電器部会／一般部会・商業部会 企画【施設見学】
　    株式会社湖池屋　京都工場

南丹市園部町

 〔参加者  5社 10名〕

　10月23日（月） ◆一般部会・商業部会 企画【施設見学】
   ①宝酒造株式会社　伏見工場
　 ②宝ホールディングス歴史記念館

伏見区

 〔参加者  8社 11名〕

　11月15日（水） ◆化学紙印刷部会・建設部会 企画【座学】
   ＜京都下地域安全衛生セミナーにて採用＞

　 ①テーマ： 『労働災害の現状と課題』について
　   講   師： 京都下労働基準監督署  安全衛生課長　 山﨑　裕史  氏

　 ②テーマ：『メンタルヘルス対応Q&A』について
      講　師： 京都産業保健総合支援センター
                                 メンタルヘルス対策促進員   勝見　九重  氏

   ③テーマ： 『化学物質の新たな規制』について
　                  ～これは簡単！だれにでもできるリスクアセスメント手法～
      講　師： 京都労働局　 労働基準部長 　岸　 泰広  氏

京都経済センター６階
会議室 ６-Ｃ

 〔参加者 25社 34名〕

　11月27日（月） ◆金属機械部会・電器部会／一般部会・商業部会 企画【座学】
   　テーマ： 『職場の三大ハラスメント』について
　　　　　　　 　　 ～企業側における対応の仕方・ノウハウ～
　　 講　師： 京都総合法律事務所　パートナー弁護士  伊山 正和 氏

京都経済センター６階
会議室 ６-Ｃ

 〔参加者 19社 25名〕

令和６年
　  2月27日（火）

◆一般部会・商業部会 企画【座学】
　   テーマ： 『出勤したくなる会社の組織づくり』
                 　　～心理的安全性と人的資本の向上～
     講　師： 納谷社会保険労務士事務所   代表　納谷 朋美 氏

京都経済センター４階
会議室 ４-A

 〔参加者   8社  9名〕

　  3月 1日（金） ◆タクシー部会・運輸倉庫部会 企画【座学】
　 ＜京都上支部・京都南支部ハイタク部会　合同開催＞

   ①テーマ： 『改正改善基準告示』について
      講  師： 京都下労働基準監督署
                   　　　　　　　　 第三方面主任監督官  大上 一正 氏

   ②テーマ： 『同一労働同一賃金』について
      講  師： 京都労働局　雇用環境・均等室  副主任
                       雇用環境改善・均等推進指導官　熊谷　彩　氏

京都東急ホテル１階
「鞍馬の間」

 〔参加者 21社 25名〕

令令和和５５年年度度　　業業種種別別部部会会活活動動報報告告
（令和５年４月１日～令和６年３月３１日）
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（単位：円）

公益事業１
(講習）

公益事業２
(広報）

公益事業共通
（会費）

小計 収益事業 法人会計
内部
取引
消去

合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

0 0 0 0 264 0 0 264

0 0 0 0 264 0 0 264

0 0 3,128,000 3,128,000 1,564,000 1,564,000 0 6,256,000

0 0 3,128,000 3,128,000 1,564,000 1,564,000 0 6,256,000

0 0 0 0 0 0

7,444,268 0 0 7,444,268 2,113,781 0 0 9,558,049

7,444,268 0 0 7,444,268 0 0 0 7,444,268

0 0 0 0 786,242 0 0 786,242

0 0 0 0 14,856 0 0 14,856

0 0 0 0 799,823 0 0 799,823

0 0 0 0 512,860 0 0 512,860

0 0 0 0 313,000 0 0 313,000

0 0 0 0 313,000 0 0 313,000

0 0 0 0 157 0 0 157

0 0 0 0 157 0 0 157

0 0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 7,444,268 0 3,128,000 10,572,268 3,678,202 1,564,000 0 16,127,470

（２）経常費用

10,068,821 2,265,003 326,232 12,660,056 1,889,785 14,549,841

5,646,901 627,433 0 6,274,334 348,574 6,622,908

0 0

0 0

918,199 102,022 0 1,020,221 56,679 1,076,900

400,848 44,539 0 445,387 24,743 470,130

208,597 23,177 0 231,774 12,878 244,652

0 0

360,548 40,061 0 400,609 22,256 422,865

0 0

0 1,169,016 0 1,169,016 0 1,169,016

0 0

1,115,914 123,990 0 1,239,904 68,884 1,308,788

15,000 0 0 15,000 0 15,000

617,269 47,482 0 664,751 94,964 759,715

377,541 41,949 0 419,490 23,305 442,795

34,992 3,888 0 38,880 2,160 41,040

69,210 7,690 0 76,900 4,272 81,172

265,823 29,536 0 295,359 16,409 311,768

37,979 4,220 0 42,199 2,344 44,543

0 0 0 0 513,934 513,934

0 0 0 0 11,884 11,884

0 0 0 0 686,499 686,499

0 0 326232 326,232 0 326,232

772,432 772,432

348,574 348,574

0

56,679 56,679

24,744 24,744

12,876 12,876

0

22,256 22,256

0

0

0

68,884 68,884

0

189,929 189,929

23,305 23,305

2,160 2,160

4,272 4,272

16,409 16,409

2,344 2,344

経常費用計 10,068,821 2,265,003 326,232 12,660,056 1,889,785 772,432 0 15,322,273

△ 2,624,553 △ 2,265,004 2,801,768 △ 2,087,789 1,788,417 791,568 0 805,197

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 2,624,553 △ 2,265,004 2,801,768 △ 2,087,789 1,788,417 791,568 0 805,197

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 2,624,553 △ 2,265,004 2,801,768 △ 2,087,789 1,788,417 791,568 0 805,197

一般正味財産期首残高 25,937,318

一般正味財産期末残高 26,742,515

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 0

指定正味財産期末残高 0

Ⅲ　正味財産期末残高 26,742,515

評価損益等調整前当期経常増減額

諸 謝 金

租 税 公 課

諸 会 費

支 払 負 担 金

会 議 費

雑 費

保 険 料

退 職 給 付 支 出

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

給 料 手 当

諸 謝 金

租 税 公 課

諸 会 費

支 払 負 担 金

会 議 費

雑 費

講 習 テ キ ス ト 等 購 入 費

月 刊 誌 購 入 費

安 全 週 間 等 用 品 購 入 費

研 修 費

管 理 費

保 険 料

臨 時 雇 賃 金

退 職 給 付 支 出

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

給 料 手 当

協 力 会 員 会 費

事 業 収 益

講 習 会 収 益

安 全 週 間 等 用 品 取 扱 収 益

月 刊 誌 取 扱 収 益

講 習 テ キ ス ト 取 扱 収 益

そ の 他 の 事 業 収 益

雑 収 入

受 取 利 息

雑 収 益

事 業 費

正 会 員 会 費

正正味味財財産産増増減減計計算算書書（（京京都都下下支支部部））
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

科        目

受 取 会 費

特 定 資 産 運 用 益

特 定 資 産 受 取 利 息

受　 取　 負 　担 　金

受 取 負 担 金
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        京京  都都  下下  支支  部部  事事  業業  計計  画画  

 

１１  令令和和６６年年度度支支部部事事業業運運営営のの基基本本方方針針  

京都下支部会員事業場の健全な事業の発展に寄与するため、京都下労働基準監督署等、 

   関係行政機関及び関係諸団体との連携を図りつつ、労働基準法・労働安全衛生法を始め 

とする労働行政の関係法令とその指針・告示・通達等に基づき、労働災害防止と労働者 

の健康確保ならびに労務管理の向上に係る事業を実施します。 

特に、これらの事業を効率的、かつ効果的に推進するため、京都市内の他支部（京都 

上支部・京都南支部）と連携することにより、事業運営の体制強化を図ります。 

 

２２  令令和和６６年年度度支支部部事事業業計計画画  

概要は次のとおりとし、詳細については別途定めます。 

（１）労働災害の防止と労働者の健康確保のための事業を推進 

    ① 第 14 次労働災害防止計画（2023 年～2027 年の 5年間）の２年目を迎えるにあたり、 

      達成に向けた労働災害防止と心とからだの健康づくりの啓発活動を推進する。 

    ② 全国安全週間、全国労働衛生週間及び年末年始無災害運動等の啓発活動を推進する。 

③ 京都ゼロ災３か月運動の周知を図る。 

（２）安全衛生教育等の促進 

    ① 安全管理者選任時研修、安全衛生推進者養成講習を実施する。 

    ② 職長教育、KY（危険予知）教育、特別教育などの各種安全衛生教育を実施する。 

    ③ 業種別部会の活動として、優良事業場（工場）の見学会ならびに各種研修会（座学） 

を開催する。 

（３）労務管理向上のための事業を推進 

    ① 機関誌、定期便ならびに E-mail を活用し、労務管理に係る情報を随時提供する。 

    ②  労働行政関係法令等に係る研修会（WEB 開催を含む）を開催する。 

    ③  労務管理、安全衛生管理及び労働保険業務等の相談に対応する。  

（４）広報活動 

    ① 京都労働局からの各種情報（通達等）を E-mail によりタイムリーに配信する。 

②  機関誌「京都下労基だより」を年２回発行する。 

    ③ 定期便を毎月送付する。 

    ④ 京都下支部ホームページの充実を図る。 

（５）各種用品等の斡旋及びＤＶＤの貸出し 

    ◎ 図書・用品・ＤＶＤ等の斡旋ならびに貸出用ＤＶＤの充実を図る。 

（６）その他 

◎ 京都労働基準協会（本部）が開催する各種行事の支援を行う。 

◎ 京都下地域産業保健センター、京都下産業保健連絡協議会が開催する産業保健活動 

の支援を行う。 

◎ 京都産業保健総合支援センターが開催する産業保健研修会の支援を行う。 

総会ニュース 京都下労基だより 2024.8.1 9



・機関紙「京都下労基だより」発行（1/ 上旬）
・安全衛生推進者養成講習（1/9 ～ 10） 
・第 2 回 支部長・副支部長会議（2/14）
・第 2 回 支部運営委員会（2/21）

・京都ゼロ災 3 か月運動（7/1 ～ 9/30）
・京都安全衛生大会（7/2）於：京都テルサ
　※局長表彰・労働基準協会長表彰〔同時開催〕

・フルハーネス型安全帯使用特別教育 （7/5）
・研削砥石取替えなど特別教育（7/19 ～ 20）
・機関紙「京都下労基だより」発行  （8/ 上旬）
・職長等教育（9/5 ～ 6）

・会計監査（4/11）　		
・第 1 回 支部長・副支部長会議（4/12）
・第 1 回 支部運営委員会（4/15）
・新入社員教育（4/17）
・安全管理者選任時研修（5/9 ～ 10）
・通常総会（5/23）
　※第 64 回優良従業員表彰式

・職長等教育（5/27 ～ 28）
・機関紙「京都下労基だより」編集委員会

（6/5）
・ＫＹＴ職場活性化研修（6/7）
・低圧電気取扱業務特別教育

 （① 6/10,  ② 6/11）
・業種別正副部会長会議 （6/14）
・本部通常総会（6/18）
・安全衛生推進者養成講習（6/27 ～ 28）

・機関紙「京都下労基だより」編集委員会
（10/4）

・京都産業保健セミナー（10/7）
　※衛生管理者会総会 同時開催    於：池坊学園

・一般建築物石綿含有建材調査者講習
（10/23 ～ 24）

・研削砥石取替えなど特別教育
（11/1 ～ 11/2）

・安全管理者選任時研修 （11/5 ～ 6）
・京都下地域安全衛生セミナー（11/15）
　※京都ゼロ災 3 か月運動達成之証交付式  同時開催

・第 83 回 全国産業安全衛生大会 2024 in 広島
（11/13 ～ 15）

・低圧電気取扱業務特別教育
（① 11/20,  ② 11/21）

・ＫＹＴ職場活性化研修 （12/4）
・フルハーネス型安全帯使用特別教育

（12/9）

第1・四半期（4月〜6月）

第2・四半期（7月〜9月）

第3・四半期（10月〜12月）

第4・四半期（1月〜3月）

総会ニュース京都下労基だより 2024.8.111



（単位：円）

公益事業１
(講習）

公益事業２
(広報）

公益事業共通
（会費）

小計 収益事業 法人会計
内部
取引
消去

合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（１）経常収益

264 264

264 264

3,085,500 3,085,500 1,542,750 1,542,750 0 6,171,000

3,085,500 3,085,500 1,542,750 1,542,750 6,171,000

0 0 0 0 0

6,500,000 0 0 6,500,000 1,996,000 0 0 8,496,000

6,500,000 0 0 6,500,000 0 0 6,500,000

781,000 0 781,000

15,000 0 15,000

670,000 0 670,000

530,000 0 530,000

0 0 0 0 150 0 0 150

0 0 0 0 150 0 150

0 0 0 0 0 0 0

経常収益計 6,500,000 0 3,085,500 9,585,500 3,539,164 1,542,750 0 14,667,414

（２）経常費用

9,559,882 2,216,098 310,000 12,085,980 1,860,110 0 13,946,090

5,346,000 594,000 0 5,940,000 330,000 0 6,270,000

0 0 0 0 0 0 0

0 0 0 0 0 0 0

972,000 108,000 0 1,080,000 60,000 0 1,140,000

437,400 48,600 0 486,000 27,000 0 513,000

267,300 29,700 0 297,000 16,500 0 313,500

0 0 0 0 0 0 0

162,000 18,000 0 180,000 10,000 0 190,000

0 0 0 0 0 0 0

0 1,170,000 0 1,170,000 0 0 1,170,000

0 0 0 0 0 0 0

1,166,400 129,600 0 1,296,000 72,000 0 1,368,000

15,000 0 0 15,000 0 0 15,000

422,500 32,500 0 455,000 65,000 0 520,000

377,460 41,940 0 419,400 23,300 0 442,700

34,992 3,888 0 38,880 2,160 0 41,040

70,470 7,830 0 78,300 4,350 0 82,650

243,000 27,000 0 270,000 15,000 0 285,000

45,360 5,040 0 50,400 2,800 0 53,200

0 0 0 0 530,000 0 530,000

0 0 0 0 12,000 0 12,000

0 0 0 0 690,000 0 690,000

0 0 310,000 310,000 0 0 310,000

693,110 693,110

330,000 330,000

0 0

60,000 60,000

27,000 27,000

16,500 16,500

0 0

10,000 10,000

0 0

0 0

0 0

72,000 72,000

0 0

130,000 130,000

23,300 23,300

2,160 2,160

4,350 4,350

15,000 15,000

2,800 2,800

経常費用計 9,559,882 2,216,098 310,000 12,085,980 1,860,110 693,110 0 14,639,200

△ 3,059,882 △ 2,216,099 2,775,500 △ 2,500,481 1,679,054 849,640 0 28,214

評価損益等計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常増減額 △ 3,059,882 △ 2,216,099 2,775,500 △ 2,500,481 1,679,054 849,640 0 28,214

２．経常外増減の部

（１）経常外収益

  経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

  経常外費用計 0 0 0 0 0 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 0 0

当期一般正味財産増減額 △ 3,059,882 △ 2,216,099 2,775,500 △ 2,500,481 1,679,054 849,640 0 28,214

一般正味財産期首残高

一般正味財産期末残高

Ⅱ　指定正味財産増減の部

当期指定正味財産増減額

指定正味財産期首残高

指定正味財産期末残高

Ⅲ　正味財産期末残高

評価損益等調整前当期経常増減額

諸 謝 金

租 税 公 課

諸 会 費

支 払 負 担 金

会 議 費

雑 費

保 険 料

退 職 給 付 支 出

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

給 料 手 当

諸 謝 金

租 税 公 課

諸 会 費

支 払 負 担 金

会 議 費

雑 費

講 習 テ キ ス ト 等 購 入 費

月 刊 誌 購 入 費

安 全 週 間 等 用 品 購 入 費

研 修 費

管 理 費

保 険 料

臨 時 雇 賃 金

退 職 給 付 支 出

福 利 厚 生 費

旅 費 交 通 費

通 信 運 搬 費

減 価 償 却 費

消 耗 品 費

修 繕 費

印 刷 製 本 費

光 熱 水 料 費

賃 借 料

給 料 手 当

協 力 会 員 会 費

事 業 収 益

講 習 会 収 益

安 全 週 間 等 用 品 取 扱 収 益

月 刊 誌 取 扱 収 益

講 習 テ キ ス ト 取 扱 収 益

そ の 他 の 事 業 収 益

雑 収 入

受 取 利 息

雑 収 益

事 業 費

正 会 員 会 費

令令和和６６年年度度　　正正味味財財産産増増減減予予算算書書
令和6年4月1日から令和7年3月31日まで

科        目

受 取 会 費

特 定 資 産 運 用 益

特 定 資 産 受 取 利 息
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役　員　名　簿

支 部 長　（株）京都銀行
副支部長　関西電力送配電（株）京都本部
　 〃 　　日本板硝子（株）京都事業所
　 〃 　　（株）中央倉庫

会計監査　日東薬品工業（株）
会計監査　タキイ種苗（株）
事務局長　尾本幸三郎

令和 6 年度改選

部会名 部会名役 員 役 員

金属機械

部会

電器部会

化学紙

印刷部会

建設部会

タクシー

部会

運輸倉庫

部会

一般部会

商業部会

部 会 長

副部会長

部 会 長

副部会長

部 会 長

副部会長

副部会長

副部会長

会計監査

部 会 長

副部会長

副部会長

部 会 長

副部会長

副部会長

部 会 長

副部会長

部 会 長

副部会長

副部会長

会計監査

部 会 長

副部会長

電話番号 電話番号

ダイハツ工業（株）本社（池田） ・京都（大山崎）工場

福田金属箔粉工業（株）

（株）カシフジ

旭光精工（株）

（株）椿本チエイン

三菱ロジスネクスト（株）

メテック（株）

（株）ヤマシナ

（株）GS ユアサ

ヌヴォトン テクノロジージャパン（株）

（株）堀場製作所

（株）砂﨑製作所

三菱電機（株）京都事務所

日本新薬（株）

積水化学工業（株）生産基盤強化センター

（株）松井色素化学工業所

三菱製紙（株）京都工場

三洋化成工業（株）

（株）松風

レンゴー（株）新京都事業所

日東薬品工業（株）

水野建設（株）

（株）安井杢工務店

（株）きんでん京都支店

（株）田中工務店

彌榮自動車（株）

帝産京都自動車（株）

洛東タクシー（株）

都タクシー（株）

日本通運（株）京都支店

京都通運（株）

京阪バス（株）

（株）中央倉庫

関西電力送配電（株）京都本部

宝ホールディングス（株）

日本板硝子（株）京都事業所

タキイ種苗（株）

京都信用金庫

（株）大丸松坂屋百貨店 大丸京都店

（株）京都銀行

京都中央信用金庫

京都トヨペット（株）

京都丸紅（株）

（株）近鉄・都ホテルズ ウェスティン都ホテル京都

東レコーテックス（株）

（株）ワコール

（支部運営委員）8 部会　44 名　　　（会計監査）2 名

956-1141

581-2161

691-9171

932-2141

956-0200

956-8605

661-4901

591-2131

316-3127

951-8151

313-8121

581-1151

958-3069

321-9111

662-8541

594-5613

951-1181

541-4321

561-1913

954-2121

921-5344

312-0431

933-0012

634-6500

681-9556

841-6261

691-8161

581-1138

671-6101

606-1102

371-9101

682-2305

321-9133

205-5379

241-5116

934-8218

365-0123

211-2111

241-6969

361-2279

223-8294

341-8141

342-3332

771-7152

691-5191

682-1012

事業場名 事業場名
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向　山　喜　之

　会員事業場の皆様には、日頃より、当署の業務運営に、

格別のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。

　４月１日付けで京都下労働基準監督署長を拝命いたし

ました。

　私は、今回で 2度目の京都下署への配属となります。

　当署では、現下の急激な物価上昇や人手不足など、様々

な課題がある中、最低賃金・構造的な賃金の引き上げや

非正規労働者の処遇改善等の支援に取り組むとともに、

①労働者の労働条件の確保・改善、②労働者の健康と安

全、③労災補償の迅速・適正な処理に努めているところ

です。

　①に関しては、本年４月１日から、これまで労働時間の

上限規制の適用が猶予されていた建設業、自動車運転者、

医師等について、新たな上限規制が適用されています。

　円滑な施行にあたり、建設業においては、適正な工期の

設定や安全経費・人件費等を含む工費の積算に当たって

発注者の理解も必要であり、トラック運転者等の自動車

運転者についても、長時間労働の原因となる荷待ち時間

が発生しないよう、発・着双方の荷主の理解が必要です。

　医師等についても、一部の医療機関に負担が集中しな

いようにする必要があると思われます。

　長時間労働を改善していくには、当該事業者の努力だ

けではなく、社会全体のこうした理解も必要であり、皆様

のご協力が欠かせません。

　②については、第 14 次労働災害防止計画に基づき取り

組んでいますが、近年、労働災害が減少しにくくなってき

ています。

　原因として、「転倒」や「無理な動作・動作の反動」によ

る労働災害が、コロナ関連を除く全体の約４割を占める

ようになっており、また、高齢化も関係していると考えら

れるところです。

　さらに③に関しては、「パワハラや長時間労働により精

神疾患になった」とする、なんとも悩ましい労災請求事案

がこれまでより多くみられます。

　人生 100 年といわれる時代ですが、生活習慣病の予防

や体力づくり、怪我をしない環境づくりはもとより、心の

健康が保てるような職場づくりも重要です。

　時代のニーズにより、労働に関する制度や施策が複雑

に入り組んできていますが、引き続き、ご理解とご協力を

賜りますようお願い申し上げます。

　結びとしまして、京都労働基準協会京都下支部様およ

び会員事業所の皆様の益々のご発展とご健勝をお祈りい

たします。

田　中　淳　史

　本年 3 月 31 日付けで京都下労働基準監督署を離任い

たしました。会員事業場の皆様には 3 年間に渡り大変お

世話になりありがとうございました。

　この間コロナウイルス対策等で大変なご苦労をされた

と思いますし、そのような時期にもかかわらず労働災害

防止対策等にも注力いただきました。皆様には労働基準

行政の業務運営につきまして格別のご理解とご協力を賜

りましたこと、改めて御礼申し上げます。

　また、一昨年度には下署の事務所移転があり、色々ご迷

惑をおかけしたと思いますが、おかげさまで現所在地で

の業務につきましてもずいぶん馴染んできたのではと思

います。

　今後とも下署の業務運営につきましてご理解とご協力

をどうぞよろしくお願いいたします。

最後になりますが、会員事業場の皆様の益々のご発展を

祈念いたします。

　本当にありがとうございました。皆様、どうぞお元気で。

署長就任の挨拶 京都下労基だより 2024.8.1 11



品川左知子

（令和６年４月１日）

向山　喜之

熊谷　　彩
吉岡　悠樹

山﨑　裕史

大上　一正

株本　　直

森　　英貴 石岡すみれ
徳田　一彦

渡邉　高行

藤田　大心
石田　梨紗

萩本　結喜

大水　太士

宮田　信也

下西　範子

堀井　智美 笹森裕美子

副署長

副署長

署　長

労災第一課長

第一方面主任監督官
特別監督官

業務課 給付調査官

第二方面主任監督官

第三方面主任監督官

第四方面主任監督官

安全衛生課長

業務課長（命）補償課長

労災第二課長

再監

監

監

監

監

監

監

監
監
監
監
監

監

監

監

事
笠原　　勝

給付調査官
再

宮崎　孝亮

髙田　泰行
補償係長

事
藤岡　真衣事
小林　正博事

村田都加沙事
事

冨澤亜矢子
認定調査官
事

大山　真生事
坂東　大也事

河田　佳苗
補償係長
事

事

事

令和 6年度　人事異動【転入者（署内異動者を含む】

署 長

副 署 長

副署長（令和6年1月着任）

第四方面主任監督官

第一方面労働基準監督官

第四方面労働基準監督官

第一方面労働基準監督官

第三方面労働基準監督官

安全衛生課　地方労働衛生専門官

業務課長（命）補償課長

労 災 第 一 課 長

労 災 第 二 課 長

労災第二課　補償係長

労災第一課　労災認定調査官

労 災 第 一 課

労 災 第 一 課

労 災 第 二 課

向山　喜之（局総務課総務企画官） 

熊谷　　彩（局雇用環境・均等室　副主任雇用環境改善・均等推進指導官）

堀井　智美（局総務部労働保険徴収課　地方労災補償監察官）

吉岡　悠樹（福知山署労災課）

石岡すみれ（京都上署第一方面） 

大水　太士（京都下署第一方面） 

藤田　大心（新規採用） 

萩本　結喜（新規採用）

渡邉　高行（園部署　監督・安衛課）

下西　範子（京都南署労災第二課長）

宮田　信也（局総務課総務係長）

笹森裕美子（京都下署労災第二課労災認定調査官）

髙田　泰行（京都南署労災第二課補償係長）

冨澤亜矢子（京都上署労災第一課労災認定調査官）

大山　真生（京都上署労災第二課）

坂東　大也（島根局浜田署監督・安衛課）

村田都加沙（大阪局北大阪署第三方面）

※（　）内は異動前の役職等
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副署長
堀 井 智 美

　令和 6 年１月１日付けで京都労働局労働保険徴収課
から異動してまいりました。京都下労働基準監督署は、
平成 14 年以来の勤務となります。
　労働保険の電子申請や口座振替制度の利用促進につ
きまして、格別のご理解を賜りますとともに、労災保
険業務につきましても、ご協力をいただきますようよ
ろしくお願い申し上げます。

業務課長（命）補償課長
下 西 範 子

　このたび、京都南署労災課から異動してまいりまし
た。京都下署での勤務は 11 年ぶりとなります。
たかが 10 年、されど 10 年。労働行政に求められる役
割にお応えすべく、わかりやすい言葉で、信頼してい
ただけるよう、日々こころがけてきました。
　今後とも、皆様のお役に立てるよう、精一杯努めて
まいりますので、どうぞよろしくお願いいたします。

　4 月 1 日付けで福知山労働基準監督署から異動して
まいりました。
　本年 4 月から自動車運転の業務、建設業及び医師に
ついて、適用が猶予されておりました時間外労働の上
限規制が適用されます。
　人手不足、物価高といった昨今の経済情勢のなかで
ありますが、適切な労働環境の整備が求められており
ます。労働基準行政の円滑な運営について、皆さまの
ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願い申
し上げます。

第四方面主任監督官
吉 岡 悠 樹

京都労働局の雇用環境・均等室、労
災補償課、監督課等の部署を経て、

この 4 月に 10 年ぶりに監督署に戻ってまいりました。
下署での勤務は 12 年ぶりとなります。
　その間、経済情勢とともに労働者をとりまく環境は
大きく変わりました。
　この４月からは建設、自動車運転者、医師等に対し、
時間外労働の上限規制が適用されております。下署管
内には、これらの業種以外にも、金融、商業、製造業等、
多様な業種の事業場が京都の経済を支えています。
　京都に住んで、京都で働きたいと思える安全で快適
な労働環境を目指して参りたいと思いますので、協会
会員の皆様のご協力を賜りますよう、どうぞよろしく
お願いいたします。

副署長
熊 谷 　 彩

赴任者の抱負

労災第一課長 労災第二課長
宮 田 信 也 笹森　裕美子

　4 月 1 日付で京都労働局総務部総務課から異動して
まいりました。
　京都下労働基準監督署の勤務は平成 13 年以来、20
数年ぶり 2 回目となります。数十年の間に、庁舎移転
や管内事情の目まぐるしい様変わりなど、環境変化に
日々戸惑いを感じながらも、迅速・丁寧・公正な労災
保険給付に努めてまいります。
　時には厳しいご対応をさせていただくことがござい
ますが、ご理解とご協力のほどよろしくお願い申し上
げます。

　4 月 1 日付けで労災第二課長に着任しました。
　令和 4 年度及び 5 年度は、京都下署の労災認定調査
官として勤務しておりました。引き続き慣れ親しんだ
場所での勤務ではありますが、初めての課長職であり、
より一層気を引き締めて業務に取り組む所存です。皆
さまのご協力をよろしくお願い申し上げます。
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赴任者の抱負

労災第二課
村田　都加沙

　4 月 1 日付けで大阪局北大阪労働基準監督署から異
動してまいりました。
振り出しは東京局で、2 局 7 年を終え京都局では初め
ての勤務となります。
　迅速・丁寧・公正な労災保険給付に努めますので、
労災保険業務及び労働保険業務の円滑な運営につい
て、ご理解とご協力をいただきますようよろしくお願
いいたします。

　4 月 1 日付けで京都上労働基準監督署から異動して
まいりました。
　迅速・丁寧・公正な労災保険給付に努めます。
よろしくお願いいたします。

労災第一課
大 山 真 生

労災第一課 第一方面　労働基準監督官

第三方面　労働基準監督官

坂 東 大 也 藤 田 大 心

萩 本 結 喜

　4 月 1 日付けで島根県にあります浜田労働基準監督
署から異動してまいりました。転出前は京都下署に勤
務していましたが、庁舎が移転され、さらに綺麗になっ
ており驚きました。
　初めての労災部署となり、至らぬ点もあると思いま
すが、早く仕事を覚えるよう頑張ります。
よろしくお願いいたします。

　４月より、新任監督官として京都下労働基準監督署
に配属になりました。
　高校時代から前職に至るまで京都で学び、働いてい
たため、馴染みがある京都で監督官として働けること
を嬉しく思います。
　新しく覚えることが多く勉強の日々ですが、少しで
も皆様の働く環境の一助となれるように精進していき
たいと思います。
　どうぞよろしくお願いいたします。

　4 月 1 日付で入署し、監督課第三方面に配属になり
ました。不慣れなことも多いですが、一日でも早くみ
なさまのお役に立てるよう、努力してまいります。
ご指導のほどよろしくお願いいたします。

　4 月 1 日付けで京都上労働基準監督署から異動して
まいりました。
　昨年から地元京都に戻り京都上署で 1 年勤務した
後、本年度から京都下署にて勤務することになりまし
た。
　経済情勢や労働環境をとりまく様々な法令が目まぐ
るしく変化するなかで、私自身としても一層の研鑽の
必要を感じておりますが、少しでも皆様の助力になれ
ばと考えておりますのでよろしくお願いいたします。

第一方面　労働基準監督官
石岡　すみれ

　いつも仕事や家事や育児にお疲れさまです。忙しい
毎日ですが、ときどき旅人になって非日常の世界へ出
かけてみるのはいかがでしょうか。ちょっと立ち止
まって、時間の流れを変えたりして。
　変化やストレスの大きい時代だからこそ、いざとい
う時に力を出せるよう、心を身軽に、ゆったりとした
心持ちでいきましょう。

労災第二課　補償係長
髙 田 泰 行

労災第一課　労災認定調査官
冨澤　亜矢子

　4 月 1 日付で京都上労働基準監督署から異動してま
いりました。京都下監督署の勤務は 7 年ぶり 3 回目に
なります。
　迅速・丁寧・公正な給付に努めてまいりたいと思い
ますので、皆様方にはご指導・ご鞭撻のほど、よろし
くお願いいたします。

安全衛生課　地方労働衛生専門官
渡 邉 高 行

　4 月 1 日付けで園部労働基準監督署から異動してま
いりました。
　地元は京都で、これまでは東京局、埼玉局と異動し、
その後、京都に戻ってきました。
これまでの経験を活かし安全衛生課業務に邁進致しま
す。
　今年度は本省研修があるため、不在になる期間もあ
りますが、宜しくお願い致します。

京都下労基だより 2024.8.111



 

 

 

 

令和６年６月１７日（月）、京都下労働基準監督署（署長 向山喜之） 

において、ホテル・旅館業の事業場を対象として、労務管理の説明会を 

開催しました。旅行需要が回復するなか人手不足等難しい課題もあり 

ますが、労働環境の整備・向上を図り、人材確保にもつながるよう、 

働き方改革関連法の改正に伴う時間外労働 

の上限規制をはじめとした労務管理の留意 

点について、森第一方面主任監督官から、 

労働災害の防止について、山﨑安全衛生課長から 

説明を行いました。 
 
 
また、京都働き方改革推進支援センターの横手専門員から、 

各種助成金（業務改善助成金・働き方改革推進支援助成金）の活用や無料で実施している 

専門家の訪問による支援など同センターの利用について説明がありました。 

ホテル・旅館業以外の事業者の皆様も、働き方改革特設サイト、京都働き方改革推進支援セン 

ターのサイトをご確認いただき、自社の労働条件の整備に、ご活用ください。  

 

 

 

 

 
 

京都下労働基準監督署において、 

ホテル・旅館業を対象とした労務管理説明会  
を開催しました。 

令和６年６月１7日（月） 

 

 森主任監督官 

 

山﨑課長 

 
 

 

  

 

向山署長 
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全国安全週間

　令和 6 年度京都安全衛生大会が、7 月
2 日（火）13 時より、京都テルサのテ
ルサホールに於いて、京都府下全域よ
りお越しいただいた参加者 610 名のも
と開催されました。
　はじめに、大会主催者を代表して、（公
社）京都労働基準協会の青山会長によ
る挨拶があり、つづいて角南京都労働
局長の主唱者挨拶の後、ご来賓である

（一社）京都府医師会の松井会長（代理：
谷口副会長）よりご祝辞をいただきま
した。

　そして、次に表彰式が執り行われ、厚生労働大臣表彰「功績賞（2 名）」ご披露の後、京都労
働基準局長賞「優良賞（1 事業場）」、「奨励賞（安全確保対策：2 事業場）、（健康確保［健康保持
増進等］対策：１事業場）、（健康確保［有害物］対策：1 事業場）」、「功績賞（3 名）」また、京
都労働基準協会会長表彰では、「事業場表彰」6 事業場と「個人表彰」7 名が表彰されました。
　事例発表では、株式会社 SCREEN グラフィックソリューションズ 久御山事業所 ビジネス統
括部 副統括部長の嶋岡学様より、『安全衛生への取組み』と題し活動事例の発表があり、次に京
都労働局労働基準部の高塚健康安全課長からは『安全衛生行政の課題と対策』と題し、基調講演
がありました。
　そして、特別講演では、株式会社ホリスティックコミニュケーション代表取締役の豊田様から

『パワハラせずに部下を育てるノウハウ』と題し、ご経験談や会場参加者相互の意見交換も交え
ながらの有意義な講演となりました。 最後に（一社）京都府溶接協会の会長である伊藤佳治様
による閉会挨拶があり、幕が閉じられました。

㈱松井色素化学工業所様では、今春の新入社員の販売
研修を兼ねて、先輩によるサポートのもと、消臭スプ
レー・冷感消臭スプレーの紹介とサンプル配布が行わ
れました。

1. 京都労働局長表彰　※京都下支部（抜粋）

2.（公社）京都労働基準協会 会長表彰　※京都下支部（抜粋）

＜奨励彰（安全確保対策）＞ ◎三菱製紙株式会社 京都工場 様

＜事業場表彰＞ ◎株式会社きんでん 京都支店 様

＜個 人 表 彰＞ ◎中山 義久 様（福田金属箔粉工業株式会社）

◎今年も会員事業場による出展がありました！

トピックス

令和6年度

　全国安全週間スローガン
『危険に気付くあなたの目  そして摘み取る危険の芽　みんなで築く職場の安全』

安全衛生表彰式を含む安全衛生表彰式を含む

京都下労基だより 2024.8.111



全国安全週間

三菱製紙株式会社　京都工場

株式会社きんでん 京都支店

三菱製紙株式会社　京都工場
執行役員工場長　及川 浩典

常務執行役員
支   店   長 辻　嘉明

　この度、令和 6 年度安全衛生大会におきまして、京
都労働局長表彰「奨励賞」を授与いただき、誠にあり
がとうございます。私たちの職場における安全衛生管
理の取り組みを評価していただき、このような名誉あ
る表彰を受けることができたのは、ひとえに京都労働
局をはじめ、京都下労働基準監督署ならびに京都労働
基準協会京都下支部の関係各位のご指導、ご鞭撻の賜
物であると、心より感謝申し上げます。
　当工場の安全衛生活動は『「安全と健康を最優先に
考える」基本理念のもと、三菱製紙グループの災害ゼ
ロを目指す』という全社基本方針を掲げ、スローガン
を「決めたルールの遵守と職場の３Ｓを徹底し、災害
撲滅」、重点目標を「死亡・重篤災害ゼロ」（重篤災害：

　この度、令和６年度の京都労働基準協会長「事業場
表彰」を受賞できましたことは、大変名誉であり、光
栄なことと存じます。これもひとえに、京都労働局を
はじめ、京都下労働基準監督署並びに京都労働基準協
会、京都労働基準協会京都下支部の関係各位のご指導、
ご鞭撻の賜物であり、深く感謝申し上げます。
　きんでんは、1944 年に電気工事業の公益性に基づ
き、地域の電気工事会社が統合して設立しました。戦
禍で荒廃した国土の復興、経済成長とともに、社会イ
ンフラ整備を使命とし、時代の最先端プロジェクトに
も果敢に挑戦しながら、社会的使命の遂行に今日まで
努めてきました。そして今年、創業 80 年となります。
これからも電気、空調・衛生、情報通信、といった幅

生命の危機につながる状態）と設定して取組みを進め
ております。
　災害撲滅のためには３Ｓが重要だと考え、整理・整
頓・清掃を徹底することにより、従業員の作業環境が
整えられ、リスクの見える化につながり、危険予知が
できる環境になると考えております。また、ルールに
関してもせっかく決めたルールや決め事が守られなけ
れば意味を成しません。どうやって守り、守らせるか、
朝会や作業前ミーティングなどで作業内容に沿った安
全に対する意識づけを地道に繰り返すことが重要かつ
有効な方法であると考え、今後も取組みを進めてまい
ります。
　安全衛生は全ての業務の基盤であり、従業員一人ひ
とりの協力が不可欠です。今後も、さらに安全な作業
環境を提供し、健康で安心して働ける職場づくりを推
進してまいります。特に、新たな挑戦や改善を積極的
に行い、これまで以上に高い水準の安全衛生管理を目
指し、従業員全員が「元気に出社、笑顔で退社」を続
けられる職場環境を構築してまいります。改めて、今
回の表彰を励みに、一層の努力を重ねてまいりますの
で、今後ともよろしくお願いいたします。
　この度は誠にありがとうございました。

広い設備を手掛ける総合設備エンジニアリングのリー
ディングカンパニーとして社会的役割を果たしてまい
ります。
　元日に発生した能登半島地震では、当社も出動要請
に基づき地震直後から電力復旧に珠洲エリアに入りま
した。ライフラインが途絶えた過酷な中でまい進する
最前線の復旧部隊を支えるのは、一刻も早く電気を送
らなければという使命感、自分たちがやらなければ誰
がやる、という自負心です。災害現場は道路や家屋の
損壊など、平時とは大きく異なり、臨機に、速やかに、
そして何よりも安全に作業に当たらなければなりませ
ん。非常時に発揮される技術力、安全力、チームワー
クは、平時から地道に培ってきた当社の現場力そのも
のです。
　常に変化する世の中でも、暮らしと産業の基盤であ
る電気や通信のインフラ設備を地道に黙々と支え続け
る “ 社会の縁の下の力もち ” としての当社の役割の大
きさを改めて認識しています。
　今回の受賞を励みとして、これからも当社の役割と
責任を果たし続けるよう安全衛生活動のさらなる充実
に取組んでまいります。
　今後とも関係者各位のご指導ご鞭撻を賜りますよう
お願い申し上げます。この度は、誠にありがとうござ
いました。

京都下労基だより 2024.8.1 11



　この度は、令和 6 年度公益社団法
人京都労働基準協会長「個人表彰」
を賜り、誠にありがとうございます。
これもひとえに、京都労働局をはじ
め京都下労働基準監督署、並びに京

都労働基準協会京都下支部関係者の
ご指導、ご鞭撻によるものと、深く感謝申し上げます。
　弊社は 1700 年（元禄 13 年）に創業し、創業当時は
金銀箔粉の商いをおこなっていましたが、現在は情報
機器、家電製品、自動車、顔料・塗料、日用品まで、
様々なカタチで現代生活を支える「金属箔」「金属粉」
を製造・販売しております。
　弊社の社是「われわれは　つねに創意工夫をこらし
て　仕事の改善をはかり　われわれの生活の向上と　
よりよい社会の建設につとめよう」のもと、安全を最
優先とすべく年始の 1 月を安全衛生特別強化月間と定
め、労使トップによる安全衛生パトロ－ルを皮切りに
全社一丸となって「労働災害ゼロ」に向けた安全活動、
健康診断、作業環境測定、メンタルヘルス、長時間労

働等に係る衛生活動、近年では化学物質の自律的管理
への対応等にも取り組んでおります。少し珍しい活動
としては、従業員の多くに「普通救命講習」を修了い
ただき「自分の、家族の、仲間の命を守る」意識を強
く持ってもらえるよう 2000 年以降継続して取り組ん
できました。
　私が安全衛生部門に在籍する中で対応してきた労働
災害には苦い記憶も多々あります。これまで社内外を
問わず多くの安全衛生ご担当の方々にご指導いただけ
たことが財産となりました。また京都市で開催された
第 78 回（令和元年度）全国産業安全衛生大会に、発
表者として参加させていただけたことも貴重な経験と
なりました。
　今回の受賞を励みに弊社の従業員が安全に、かつ安
心して働ける職場づくりに寄与できるよう引き続き取
り組んでいきたいと思います。今後とも関係各位のご
指導、ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。こ
の度は誠にありがとうございました。

全国安全週間京都下労基だより 2024.8.122



ずいひつ

猫のいる生活猫のいる生活猫のいる生活猫のいる生活
三菱製紙株式会社　京都工場
事務部　総務グループリーダー

成田　雅幸

　「思いつくままに」の言葉通り、思ったこと

を書こうとしますが、なかなかお題が見つから

ないことに、いかに常々何も考えずに生きてい

るなと痛感するとともに、原稿の執筆によって

自分の身の回りのことを見返す機会を与えてく

ださった下支部事務局に感謝申し上げたいと思

います。改めてそういった思いを巡らせてみる

中で、今回は我が家の新たな家族についてご紹

介したいと思います。

　現在、我が家の主役は 2 匹のお猫様になって

います。1 匹はラガマフィン（メス）、もう 1 匹

はブリティッシュショートヘア（オス）という

品種で、メスのほうが「にゃんこ」、オスのほ

うが「正男」という名前です。「にゃんこって

そのままやん！」とか「にゃんこって仮の名前

ですか？」とか色々言われるのですが、そもそ

もの名前の由来が家内がはまっている某スマホ

ゲーム（京都発祥の〇◌〇〇大戦争）からきて

おり、最初は「にゃんこて．．．」と思いましたが、

我が家へ来てからもうすぐ 2 年が経ち、今では

すっかり「にゃんこ」顔になっています。

　「正男」のほうも家内の命名なのですが、家

内曰く「お顔が正しい男って感じがするわ！」

と宣っており、こちらも「正男かあ．．．」と感

じていましたが、１年ほど一緒に過ごす中です

でに「正男」の風格を醸し出しているところで

あります。

　私も家内もこれまで動物を飼ったことがな

く、ひょんなことからこのお猫たちを我が家へ

招き入れることになったのですが、今では猫中

心の生活になりました。猫というのは環境変化

に敏感で、長時間の車での移動や旅行等いつも

と違う部屋になることで、下痢などの体調不良

になると聞いたことから、お猫たちが来てから

はすっかりインドア派となり、買い物や用事を

必要最低限の時間で済ますことが多くなりまし

た。また、家の中は猫グッズであふれており、

壁にはキャットウォークやキャットタワー、床

にはけりぐるみや爪とぎなど、我々人間が使用

する家財より多くなり、さながら猫屋敷の様相

を呈してきました。

　このように、我々の生活を一変させたお猫た

ちですが、言うまでもなく猫の寿命は我々人間

よりはるかに短くだいたい 12 ～ 18 年とされて

います。いくら我々が五十路過ぎとはいえ、こ

の子たちよりは長く生きると思われることか

ら、いずれはお別れの時がくるということを考

えると非常に切なく感じてしまいます。ですの

で、この子たちには我が家に来て幸せだったと

思ってもらえるよう、これからも猫ファースト

で接していきたいと思います。
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区区        分分

業業　　　　種種

--6655 00

3377 33 4   12.1  
1133 6 7    116.7  
00 3 -3   -100.0  
11 0 1    ―  
44 1 3    300.0  
11 3 -2   -66.7  
11 0 1    ―  
11 0 1    ―  
77 4 3    75.0  
11 3 -2   -66.7  
11 8 -7   -87.5  
22 0 2    ―  
00 1 -1   -100.0  
55 4 1    25.0  

00 0 ±0  ―  

1199 24 -5  -20.8  

22 1 1    100.0  
1111 13 -2   -15.4  

木木 造造 家家 屋屋 等等 建建 築築 工工 事事 業業  
66 10 -4   -40.0  

2244 26 -2  -7.7  
1111 6 5    83.3  
1133 20 -7   -35.0  
00 0 ±0  ―  

00 2 -2  -100.0  
  林林                　　  業業 00 1 -1    -100.0  

4444 49 -5  -10.2  
2233 32 -9    -28.1  

55 2 3    150.0  

4400 78 -38  -48.7  
2255 33 -8   -24.2  

2255 27 -2   -7.4  
77 8 -1    -12.5  

1155 18 -3    -16.7  

00 0 ±0   ―  

1166 32 -16  -50.0  

1111 22 -11   -50.0  

22 3 -1    -33.3  

2200 22 -2   -9.1  

44 3 1     33.3  
※ 休業４日以上の死傷災害数は労労働働者者死死傷傷病病報報告告による。　 死亡災害は死死亡亡災災害害報報告告による。

京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署管管内内のの 業業 種種 別別 労労 働働 災災 害害 発発 生生 状状 況況
令令和和66年年66月月末末現現在在

京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署

休休業業４４日日以以上上のの死死傷傷災災害害 死死    亡亡    災災    害害

製製　　　　造造　　　　業業

令令和和66年年 令令和和55年年 対対前前年年
増増  減減

増増  減減  率率
((%%))

対対前前年年
増増  減減

全全　　    産産　　    業業 223300 229955 --2222..00

66年年 55年年

電電 気気 ・・ ガガ スス ・・ 水水 道道 業業

食食 料料 品品 製製 造造 業業

繊繊 維維 工工 業業 ・・ 繊繊 維維 製製 品品 製製 造造 業業

木木材材・・木木製製品品・・家家具具等等製製造造業業

パパ ルル ププ ・・ 紙紙 ・・ 印印 刷刷 ・・ 製製 本本 業業

化化 学学 工工 業業

窯窯 業業 土土 石石 製製 品品 製製 造造 業業

鉄鉄 鋼鋼 ・・ 非非 鉄鉄 金金 属属 製製 造造 業業

金金 属属 製製 品品 製製 造造 業業

一一 般般 機機 械械 器器 具具 製製 造造 業業

電電 気気 機機 械械 器器 具具 製製 造造 業業

輸輸 送送 用用 機機 械械 等等 製製 造造 業業

そそ のの 他他 のの 製製 造造 業業

鉱鉱    　　　　　　      業業

建建　　　　設設　　　　業業
土土 木木 工工 事事 業業

建建 築築 工工 事事 業業

道道 路路 貨貨 物物 運運 送送 ・・ 陸陸 上上 貨貨 物物 取取 扱扱 業業

そそ のの 他他 のの 運運 輸輸 交交 通通 ・・ 港港 湾湾 運運 送送 業業

  農農林林・・畜畜産産・・水水産産業業
林林 業業

  商商                　　  業業

-1     -50.0 
そそ のの 他他 のの 建建 設設 業業

運運　　　　輸輸　　　　業業
鉄鉄 道道 等等 ・・ 道道 路路 旅旅 客客 運運 送送 業業

11

警警 備備 業業

金金 融融 ・・ 広広 告告 業業

保保 健健 衛衛 生生 業業
社社 会会 福福 祉祉 施施 設設

接接 客客 娯娯 楽楽 業業
旅旅 館館 業業

飲飲 食食 店店

ゴゴ ルル フフ 場場 のの 事事 業業

清清 掃掃 ・・ とと 畜畜 業業
ビビ ルル メメ ンン テテ ナナ ンン スス 業業

産産 業業 廃廃 棄棄 物物 処処 理理 業業

そそ のの 他他

小小 売売 業業

2

2024/7/17
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京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署

被災者概要

事業場規模

発生なし

京京都都下下労労働働基基準準監監督督署署

被災者概要

事業場規模

9月 商業 男６０代

15時 （新聞販売業 ）（
乗用車、バ
ス、バイク ） 1～9人

11月 建設業 男２０代

14時 （
鉄骨・鉄筋コン
クリート造家屋

建築工事業
）（ 足場 ） 10～49人

2

仮設物、建
築物、構築

物等
墜落、転落

　マンション建設工事現場の足場解体作業中、足場
（先行式、手すり及び斜材設置）の15層目（高さ約27
ｍ）の手すりの上から墜落したもの。

令令 和和 66 年年 死死 亡亡 災災 害害 一一 覧覧

災　害　の　概　要

1

№
発生月
時間

業　　種 起因物 事故の型

令令 和和 55 年年 死死 亡亡 災災 害害 一一 覧覧

災　害　の　概　要

1

乗物
交通事故
（道路）

　原動機付自転車で夕刊の配達中、交差点で自動車と
衝突したもの。

№
発生月
時間

業　　種 起因物 事故の型
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歩
行
中
バ
ラ
ン
ス
崩
し
・
も
つ

�
�
物
を
�
�
る
の
を
失
敗
し
た

��
��

動
作
の
�
動

��
��

�
物
に
よ
っ
�
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

��
��

�
�
�
し
（
�
�
を
�
�
�
し
�

転
�
し
た
も
の
を
�
く
）

��
��

貧
血
、
意
識
消
失
等

��
��

そ
の
他
の
転
び
方

��
��
�

�
�

��
��

従
業
員
用
通
路
の
除

。
�
�
し
や
す
い
�
�
に
は
�
�
�
ッ
�
等
を
�
�
す
る
（
�
）

い
た
水

水
、
洗
剤
、
油
等
が
こ
ぼ
れ
て
い
る
こ
と
の
な
い
状
態
を
維
持
す
る
。

立
入
禁
止
、

水
場
（
食
品
加
工
場
等
）
で

�
り
に
く
い
�
き
物
の
使
用
（
労
働
�
�
�
生
規
則
�
��
��

）
施
工
（
�
）

雨
で
濡
れ
た
通
路
等
で
滑
っ

雨
天
時
に

し
、
防
�
�
�
等
の
対
�
を
行
う

バ
ッ
ク
�
ー
ド
等
も
�
�
た

（
物
を
�
く
場
�
の
�
�
）

�
�
�
（
�
に
�
業
員
用
通
�
）
の

陥
没
穴
等

物
（
車
止
め
等

（
�
�
）

敷
地
内
駐
車
場
の
車
止
め
の
「
見

具
に
足

（
�
�
）

設
備
、
什
器
等
の
角
の
「
見

転
倒
災
害
の
発
生
状

日
以

＜
そ
の
他
の
転
び
方
�

他
人
と
ぶ
つ
か
っ
た
・
ぶ
つ
か
�
�
た

台
車
の
操
作
を
失
敗
し
た

他
人
、
動
物
等
を
避
け
よ
う
と
し
�
バ
ラ
ン

ス
を
崩
し
た

�
が
�
っ
か
か
っ
た

�
道
等
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

立
ち
上
が
っ
た
と
き
に
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

�
�
を
�
�
だ

風
で
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
た

�
動
中

��
�

作
業
中

��
�

（
��

�

 

��
��
��

��
��
��

��
��
��

��
��
��

��
��
��

�
��
�
��
�
��
�
��
�
��
�
��
�
��

��
��

��

（
人
）

歳
以
上
女
性

代
女
性

��
代
�
性

��

��
代
女
性

��

厚
生
労
働
省
・
都
道
府
県
労
働
�
・
労
働
�
�
�
�
�

�な
し
�

（
��

）
�
�
き
�
し
た
労
働
者
が
自
�
つ
ま
�
く
�
ー
ス
も
�
い

転
倒
�
�
と
な
�
な
い
よ
う
、
�
�
コ
ー
ド
等
の
�
き
�
し
の
�
ー
�
を
�
�
し
、

労
働
者
に
�
�
を
�
�
さ
せ
る防
止
し
ま
し
ょ
う

歳
以
上
を
中
心
に
、
転
倒
に
よ
る
骨
折
等

事
業
者
は
労
働
者
の
転
倒
災
害
防
止
の
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

転
倒
リ
ス
ク
・
骨
折

中
�
労
働
�
�

防
止
協
会

転
倒
�
防
�
�
�
ー

�
場
�
�

エ
ク
�
�
イ
�

倒
、
足

転
倒
や
怪
我
を
し
に
く
い
身
体
づ
く
り

（
�
）

（
�
労
働
者
�
�

病
報
告
に
よ
る
休
業
見
込
日
数
）

日骨
折
（
約

7
�
�

�
�
�
�

�
�
性
�
�

な
�

転
倒
�
�
が
起
き
�
い
る
の
は

転
び
の
�
防

体
力
チ
ェ
ッ
ク

ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク

�
�
府
�
ェ
�
�
イ
�

一
般
に
加
齢
と
と
も
に
身
体

�
「
転
び
の
�
防
体
力
チ
ェ
ッ
ク
」
「
ロ
コ
チ
ェ
ッ
ク
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い

女
性
は
加
齢
と
と
も
に
骨
折
の

く
増
大

�
対
象
者
に
市
町
村
が
実
施
す
る
「
骨
粗
鬆
症
検
診
」
を
受
診
さ
せ
ま
し
ょ
う

現
役
の
方
で
も
、
た
っ
た
一

�
「
た
っ
た
一
度
の
転
倒
で
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と
も
。
転
倒
事
故
の
起
こ
り
や
す
い

�
�
は

」
（
�
�
府
�
ェ
�
�
イ
�
）

（
�
）
に
つ
い
�
は
、
高
年
�
労
働
者
の
転
倒
�
�
防
止
の
た
�
、
中
小
企
業
事
業
者
は

助
金

（
補
助
�
�
��
、
上
�
��
��

�
）
を
利
用
で
き
ま
す

� � � � � � � � � �

中
小
事
業
者
は
、
無
�
で
�
�
�
生
の
専
門
�
の
�
ド
バ
イ
ス
が
受
け
�
�
ま
す

中
小
規
模
事
業
場

�
�
�
�
�
ー
�
事
業
�

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
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署のお知らせ

「
職

場
に

お
け

る
熱

中
症

予
防

対
策

ポ
ー

タ
ル

サ
イ

ト
及

び
講

習
動

画
」

の
ご

案
内

厚
生
労
働
省
で
は
、
熱
中
症
に
つ
い
て
、
症
状
や
予
防
対
策
に
つ
い
て
、
事
例
を
交
え
て
紹

介
し
て
い
ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
用
動
画
や
理
解
度
ク
イ
ズ
な
ど
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

『
学

ぼ
う

！
備

え
よ

う
！

職
場

の
仲

間
を

守
ろ

う
！

職
場

に
お

け
る

熱
中

症
予

防
情

報
』

ht
tp

s:
//

ne
cc

yu
sh

o.
m

hl
w

.g
o.

jp
/

京
都

府
内

の
、

過
去

10
年

間
に

職
場

で
発

生
し

た
休

業
4日

以
上

の
熱

中
症

に
よ

る
労

働
災

害
12

3件
（

人
）

を
分

析
し

た
と

こ
ろ

、
約

85
％

が
、

7月
、

8月
に

集
中

し
て

い
ま

す
。

重
点

取
組

期
間

に
向

け
て

、
職

場
で

の
熱

中
症

を
予

防
す

る
た

め
の

取
組

に
努

め
ま

し
ょ

う
！

（
R6
.4
）

京
都

労
働

局
・

労
働

基
準

監
督

署

―
 熱

中
症

予
防

対
策

の
徹

底
を

図
り

ま
し

ょ
う

―

令
和

６
年

ST
O

P！
熱

中
症

職
場

に
お

け
る

熱
中

症
の

発
生

状
況

（
京

都
府

内
、

休
業

4日
以

上
、

確
定

値
）

＜
平

成
26

年
～

令
和

５
年

＞

お
よ

そ
３

人
に

１
人

は
屋

内
で

発
生

し
て

い
ま

す
。

特
に

食
料

品
製

造
工

場
、

配
送

セ
ン

タ
ー

、
倉

庫
内

で
多

く
発

生
し

て
い

ま
す

。

5
8

48
57

5
05010
0

5月
6月

7月
8月

9月

月
別

発
生

件
数

（
人

）

65
%

35
%屋
内

と
屋

外
の

割
合 屋

外
屋

内

05101520

0
1

2
3

4
5

6
7

8
9

10
11

12
13

14
15

16
17

18
19

20
21

22
23

時
間

帯
別

発
生

人
数

（
件

）

⇒
次

ペ
ー

ジ
の

記
載

事
項
に
今
か
ら
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。
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働
く
高
齢
者
の
特
性
に
配
慮
し
た
安
全
な
職
場
を
目
指
し
ま
し
ょ
う

京
都
労
働
局
・
労
働
基
準
監
督
署

（
Ｒ
6．
５
）

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
高
年
齢
労
働
者
の
安
全
と
健
康
確
保
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
）


エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
で
は
、
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
高
年
齢

労
働
者
（
60
歳
以
上
）
の
労
働
災
害
防
止
に
取
り
組
む
中
小
企
業
事
業
者
の
皆
さ
ま
を
支
援
し
て
い
ま
す
。


高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策
、
労
働
者
の
転
倒
・
腰
痛
防
止
の
た
め
の
専
門
家
に
よ
る
運
動
指

導
等
の
実
施
、
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
に
取
り
組
む
際
は
、
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
を
是
非
、

ご
活
用
く
だ
さ
い
。
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー

補
助
金

エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金


経
営
ト
ッ
プ
に
よ
る
方
針
表
明
と
体
制
整
備

経
営
ト
ッ
プ
が
高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
取
り
組
む
方
針
を
表
明
し
、
対
策
の
担
当
者
を
明
確
化

し
ま
す
。
労
働
者
の
意
見
を
聴
く
機
会
を
設
け
ま
す
。


高
年
齢
労
働
者
の
労
働
災
害
防
止
の
た
め
の
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施

高
年
齢
労
働
者
の
身
体
機
能
の
低
下
等
に
よ
る
労
働
災
害
発
生
リ
ス
ク
に
つ
い
て
、
災
害
事
例
や
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト

事
例
か
ら
洗
い
出
し
、
優
先
順
位
を
つ
け
て
２
以
降
の
対
策
を
実
施
し
ま
す
。

１
安
全
衛
生
管
理
体
制
の
確
立


身
体
機
能
の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
（
主
と
し
て
ハ
ー
ド
面
の
対
策
）

身
体
機
能
の
低
下
に
よ
る
労
働
災
害
を
防
止
す
る
た
め
施
設
、
設
備
、
装
置
等
の
改
善
を
行
い
ま
す
。


高
年
齢
労
働
者
の
特
性
を
考
慮
し
た
作
業
管
理
（
主
と
し
て
ソ
フ
ト
面
の
対
策
）

敏
捷
性
や
持
久
性
、
筋
力
の
低
下
等
の
高
年
齢
労
働
者
の
特
性
を
考
慮
し
て
作
業
内
容
等
の
見
直
し
を
行
い
ま
す
。

２
職
場
環
境
の
改
善


健
康
状
況
の
把
握

雇
い
入
れ
時
お
よ
び
定
期
の
健
康
診
断
を
確
実
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
高
年
齢
労
働
者
が
自
ら
の
健
康
状
況

を
把
握
で
き
る
よ
う
な
取
組
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。


体
力
の
状
況
の
把
握

事
業
者
、
高
年
齢
労
働
者
双
方
が
当
該
高
年
齢
労
働
者
の
体
力
の
状
況
を
客
観
的
に
把
握
し
必
要
な
対
策
を
行

う
た
め
、
主
に
高
年
齢
労
働
者
を
対
象
と
し
た
体
力
チ
ェ
ッ
ク
を
継
続
的
に
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

※
健
康
情
報
等
を
取
り
扱
う
際
に
は
、
「
労
働
者
の
心
身
の
状
態
に
関
す
る
情
報
の
適
正
な
取
り
扱
い
の

た
め
に
事
業
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
す
る
指
針
」
を
踏
ま
え
た
対
応
が
必
要
で
す
。

３
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
の
把
握


個
々
の
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
を
踏
ま
え
た
対
応

・
基
礎
疾
患
の
罹
患
状
況
を
踏
ま
え
、
労
働
時
間
の
短
縮
や
深
夜
業
の
回
数
の
減
少
、
作
業
の
転
換
等
の
措
置
を
講

じ
ま
す
。

・
個
々
の
労
働
者
の
状
況
に
応
じ
、
安
全
と
健
康
の
点
で
適
合
す
る
業
務
を
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。


心
身
両
面
に
わ
た
る
健
康
保
持
増
進
措
置

「
事
業
場
に
お
け
る
労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
（
TH
P指
針
）
」
や
「
労
働
者
の
心
の
健
康
の

保
持
増
進
の
た
め
の
指
針
（
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
指
針
）
」
に
基
づ
く
取
組
に
努
め
ま
す
。

４
高
年
齢
労
働
者
の
健
康
や
体
力
の
状
況
に
応
じ
た
対
応


高
年
齢
労
働
者
、
管
理
監
督
者
等
に
対
す
る
教
育

労
働
者
と
関
係
者
に
、
高
年
齢
労
働
者
に
特
有
の
特
徴
と
対
策
に
つ
い
て
の
教
育
を
行
う
よ
う
努
め
ま
す
。

（
再
雇
用
や
再
就
職
等
で
経
験
の
な
い
業
種
、
業
務
に
従
事
す
る
場
合
、
特
に
丁
寧
な
教
育
訓
練
を
行
い
ま
す
。
）

５
安
全
衛
生
教
育

高
年
齢
労
働
者
の

労
働
災
害
防
止
対
策
コ
ー
ス

転
倒
防
止
や
腰
痛
予
防
の
た
め
の

ス
ポ
ー
ツ
・
運
動
指
導
コ
ー
ス

コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
コ
ー
ス

対 象 事 業 者

•
労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
中
小
企
業
事
業
者
か
つ
、
１
年
以
上
事
業
を
実
施
し
て
い
る

•
役
員
、
派
遣
労
働
者
を
除
く
、
以
下
の
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る

•
高
年
齢
労
働
者
（

60
歳
以
上
）
を

常
時
１
名
以
上
雇
用
し
て
い
る

•
対
象
の
高
年
齢
労
働
者
が
補
助
対
象

に
係
る
業
務
に
就
い
て
い
る

•
労
働
者
（
年
齢
制
限
な
し
）
を
常
時
１
名
以
上
雇
用
し
て
い
る

補 助 対 象

•
１
年
以
上
事
業
を
実
施
し
て
い
る
事
業
場

に
お
い
て
、
高
年
齢
労
働
者
の
身
体
機
能

の
低
下
を
補
う
設
備
・
装
置
の
導
入
そ
の

他
の
労
働
災
害
防
止
対
策
に
要
す
る
経
費

（
機
器
の
購
入
・
工
事
の
施
工
等
）

•
労
働
者
の
転
倒
防
止
や
腰
痛
予
防
の
た
め
、

専
門
家
（
医
師
、
理
学
療
法
士
、
健
康
運

動
指
導
士
、
労
働
安
全
・
衛
生
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
、
ア
ス
レ
テ
ィ
ッ
ク
ト
レ
ー

ナ
ー
）
等
に
よ
る
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基

づ
い
た
身
体
機
能
の
チ
ェ
ッ
ク
及
び
専
門

家
等
に
よ
る
運
動
指
導
等
に
要
す
る
経
費

•
事
業
所
カ
ル
テ
や
健
康
ス
コ
ア
リ
ン
グ
レ

ポ
ー
ト
を
活
用
し
た
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
等
、

労
働
者
の
健
康
保
持
増
進
の
た
め
の
取
組

に
要
す
る
経
費

…
産
業
医
、
保
健
師
、
労
働
衛
生
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
等
に
よ
る
健
康
教
育
等

…
コ
ラ
ボ
ヘ
ル
ス
を
推
進
す
る
た
め
の

シ
ス
テ
ム
の
導
入

…
栄
養
指
導
・
保
健
指
導
等

上 限 額

補 助 率

補
助
率
：
１
／
２

補
助
率
：
３
／
４

上
限
額
：

10
0万
円
（
消
費
税
を
除
く
）

上
限
額
：

30
万
円
（
消
費
税
を
除
く
）

複
数
コ
ー
ス
併
せ
て
の
上
限
額
は
10
0万
円
で
す
。
希
望
コ
ー
ス
を
ま
と
め
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

補
助
金
交
付
申
請
受
付
期
間
令
和
６
年
５
月
７
日
～
令
和
６
年

10
月

31
日

「
事
業
場
規
模
」
「
高
年
齢
労
働
者
の

雇
用
状
況
」
「
対
策
・
取
組
の
内
容
」

等
を
審
査
の
上
、
交
付
を
決
定
し
ま
す
。

全
て
の
申
請
者
に
補
助
金
が
交
付
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

「
令
和
６
年
度
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
」
の
ご
案
内

②
①

③

水
場
に
お
け
る
防
滑
性
能

の
高
い
床
材
等
の
導
入

移
乗
介
助
の
際
の

身
体
的
負
担
を
軽
減

す
る
機
器
の
導
入

★
転
倒
防
止
、
腰
痛
予

防
の
運
動
指
導
等
に

限
り
ま
す
。
物
品
の

購
入
は
で
き
ま
せ
ん
。

★
事
業
主
健
診
情
報
が
保
険
者
に
提
供

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
補
助
の
前
提
で
す

令
和
７
年

１
月

31
日
期
限

令
和
６
年

10
月

31
日
期
限

（
一
社
）
日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
「
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
事
務
セ
ン
タ
ー
」

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ht
tp

s:
//

w
w

w
.ja

sh
co

n-
ag

e.
or

.jp
）

関
係
書
類

送
付
先

〒
10

5-
00

14
東
京
都
港
区
芝
１

-４
-1

0 
ト
イ
ヤ
ビ
ル
５
階
エ
イ
ジ
フ
レ
ン
ド
リ
ー
補
助
金
事
務
セ
ン
タ
ー

交
付
申
請
書
類
は
「
申
請
担
当
」
宛
へ
、
支
払
請
求
書
類
は
「
支
払
担
当
」
宛
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

関
係
書
類
は
郵
送
ま
た
は
宅
配
便
の
み
で
の
受
付
と
な
り
ま
す
（
メ
ー
ル
で
の
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
）

お
問
合
せ

先
申
請
担
当
電
話
：
03
（
63
81
）
75
07

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
03
（
63
81
）
75
08

支
払
担
当
電
話
：
03
（
68
09
）
40
85

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
03
（
68
09
）
40
86

受
付
時
間

平
日
10
:0
0～
12
:0
0/
13
:0
0～
16
:0
0 ＜
８
月
13
～
16
日
、
12
月
39
日
～
１
月
３
日
を
除
く
＞

業
種

常
時
使
用
す
る

労
働
者
数

資
本
金
又
は

出
資
の
総
額

小
売
業

小
売
業
、
飲
食
店
、
持
ち
帰
り
・
配
達
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業

50
人
以
下

５
,0
00
万
円
以
下

サ
ー
ビ
ス
業

医
療
・
福
祉
（
※
）
、
宿
泊
業
、
娯
楽
業
、
教
育
・
学
習
支
援
業
、
情
報
サ
ー
ビ
ス
業
、

物
品
賃
貸
業
、
学
術
研
究
・
専
門
・
技
術
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

10
0人
以
下

5,
00
0万
円
以
下

卸
売
業

卸
売
業

10
0人
以
下

１
億
円
以
下

そ
の
他
の
業
種

製
造
業
、
建
設
業
、
運
輸
業
、
農
業
、
林
業
、
漁
業
、
金
融
業
、
保
険
業
な
ど

30
0人
以
下

３
億
円
以
下

※
医
療
・
福
祉
法
人
等
で
資
本
金
・
出
資
が
な
い
場
合
に
は
、
労
働
者
数
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

【
参
考
】
対
象
と
な
る
中
小
企
業
事
業
者
の
範
囲

ま
た
は

ま
た
は

ま
た
は

ま
た
は

こ
の
補
助
金
は
、
一
般
社
団
法
人

日
本
労
働
安
全
衛
生
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
会
が
補
助
事
業
の
実
施
事
業
者

（
補
助
事
業
者
）
と
な
り
、
中
小
企

業
事
業
者
か
ら
の
申
請
を
受
け
て
審

査
等
を
行
い
、
補
助
金
の
交
付
決
定
と

支
払
を
実
施
し
ま
す
。
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厚生労働省委託事業

令和６年度 厚生労働省「化学物質管理に係る相談を通じた周知事業」
【事務局】テクノヒル株式会社 化学物質管理部門

•新たな化学物質規制にはどのように対応すればいいですか
•ラベルやSDSが必要になるのはどんな化学物質や化学品ですか
•ラベルやSDSの内容が分からないのですが
•化学物質のリスクアセスメントはどのように行えばいいですか
•「CREATE-SIMPLE」の使い方を教えてください
•化学物質管理に役立つ情報はどこで分かりますか

ラベル・ＳＤＳ・リスクアセスメントをはじめ、政省令改正による「新
たな化学物質規制」に関する内容などのご質問にお答えします。

労労働働安安全全衛衛生生法法にに基基づづくく
化化学学物物質質管管理理のの

無無料料相相談談窓窓口口ののごご案案内内

事事業業者者ののみみななささままへへ

労働安全衛生法の関係政省令改正の主な概要

✓ 化学物質を製造・取扱う労働者への適切な保護具の使用
✓ ラベル・SDS・リスクアセスメント義務対象物質の大幅増加
✓ 労働者がばく露される程度を濃度基準値以下※1または最小限度※2にする義務
✓ 自律的な管理に向けた実施体制の確立

※1：濃度基準値設定物質が対象 ※2：※1以外のリスクアセスメント対象物が対象

050－5577－4862
受付時間 月～金 10:00～17:00（12:00～13:00を除く）

※土日祝日、国民の休日、年末年始を除く

テクノヒルHPからお問合せフォームをご利用いただけます。 と検索ください。テクノヒル　相談窓口 検索

*相談は無料ですが、通話料がかかります。
*相談窓口開設期間は令和6年4月1日～令和7年3月18日までとなります。
*メールでのお問い合わせについて、内容に応じて電話でのご回答になる場合がございますのでご了承ください。

https://technohill.co.jp/
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部会名 区分
開催予定
年月日

活動計画（詳細） 行政等との調整結果

見学 2025.2.7（金）
確定

・ダイハツ工業㈱  京都（大山崎）工場
  13：30～16；30 [受入, 取組説明, 見学, 懇談]
  　 （定員・・・１５名）

特になし

座　学
テーマ

年 内（当初）

2024.11.6（水）
確定

・企業における雇用対策　最近の判例から
　 （同一労働同一賃金, 在宅ワークなど）
　
     講師：京都総合法律事務所
　　　　    　  　 パートナー弁護士　 伊山 正和　氏

【京都下地域安全衛生セミナーにて実施】
 日時： 11/6（水）14：30～
 場所： 京都経済センター６階 会議室6-C

●京都ゼロ災３か月運動
                         達成証・顕彰文書交付式

・基調講演 『労働災害の現状と課題』（20分）
  講師：京都下労働基準監督署　山﨑安全衛生課長

・特別講演 『同左　計画内容』（90分）

見学 2024.10.10（木）
確定

・関西電力㈱  美浜発電所 特になし

座　学
テーマ

2025.2.4（火）
確定

・最近の労働災害発生状況（法令改正等）

・高年齢労働者の健康管理と災害防止対策
　※転倒防止、健康確保、エイジフレンドリーなど

 日時： 2/4（火）14：30～
 場所： 京都経済センター６階 会議室6-E

①『同左　計画内容』 （45分）
　 講師：京都下労働基準監督署　山﨑安全衛生課長

②『（改正）育児介護休業法について』（45分）
　   ※局への相談事例を含む
   講師：京都労働局　雇用環境・均等室 担当官

2024.10.10（木）
確定

・関西電力㈱  美浜発電所 特になし

秋 頃
（下支部単独）

・同業者（他府県）の運行・労務管理の見学勉強会 次年度に持ち越し

座　学
テーマ

３月上旬
（市内３支部共催）

・ＬＧＢＴＱに関する配慮について
　  Lesbian（レズビアン、女性同性愛者）、Gay（ゲイ、男性同性愛者）、
    Bisexual（バイセクシュアル、両性愛者）、Transgender（トランスジェ
    ンダー、性自認が出生時に割り当てられた性別とは異なる人）、
    QueerやQuestioning（クイアやクエスチョニング）自らの性のあり方
    について、特定の枠に属さない人、わからない人

・カスタマーハラスメントについて

　　　　　　　　         ➡本年度担当の南支部に提案済み

特になし

見学 2024.10.10（木）
確定

・関西電力㈱  美浜発電所 特になし

座　学
テーマ

年 内（当初）

2025.2.4（火）
確定

・（改正）育児介護休業法について
2/4（火）開催の化学紙印刷部会・建設部会との合同
開催とさせていただきます。

公公益益社社団団法法人人京京都都労労働働基基準準協協会会    京京都都下下支支部部

令令和和６６年年度度  業業種種別別部部会会活活動動計計画画をを議議論論

　◎  6月14日（金）の15時より、京都経済センター 会議室３-Ｆに於いて、京都下労働基準監督署の熊谷副署長ならびに各方面主任監督官にアドバイザーとしてご臨席いただ
    き、支部長会社である京都銀行人事総務部の小林次長による挨拶の後、4グループ（8部会）に分かれて、施設見学先ならびに研修テーマについて議論していただきました。

 　 【施設見学】 ご案内は、企画部会の役員・会員とします。　　※但し、人員に余裕が出た場合には、他部会の役員・会員にもご案内します。

〈〈正正・・副副部部会会長長会会議議〉〉

　※　この座学は、上支部・南支部のハイタク部会との共催で、本年度の開催担当は南支部となるため、部会でまとめたテーマ（案）を南支部に提案しました。

京都下労働基準監督署
部会別アドバイザー

金属機械部会

電器部会

森　 英貴
第一方面
主任監督官

熊谷  彩
  副署長

化学紙印刷部会
建設部会

株本   直
第二方面
主任監督官

タクシー部会

運輸倉庫部会

大上  一正
第三方面
主任監督官

見学

　　【座学研修】 一部の開催を除いては、企画部会に関係なく全会員が参加できます。　　※テーマの詳細につきましては、これから各講師と調整します。

一般部会

商業部会

吉岡　悠樹
第四方面
主任監督官

※※
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「「ええるるぼぼしし」」認認定定  

令和 6年 3月  日日本本新新薬薬（（株株））がが三三つつ星星にに認認定定さされれままししたた。。 
 

「えるぼし認定」とは、女性の活躍推進に関する取組の実施状況等が優良な企業を女性 
活躍推進法に基づき、厚生労働大臣（都道府県労働局長への委任）により認定を受けた 
証です。 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

企 業 名 段 階 認定年月 常時雇用する労働者 
株式会社京都銀行 ★★★ 平成 28 年 4月 3,161 名 
京都中央信用金庫 ★★★ 令和 元年 5月 2,860 名 
マクセル株式会社 ★★ 令和 2 年 5月 2,492 名 
株式会社ワコール ★★★ 令和 3 年 2月 5,259 名 
三洋化成工業株式会社 ★★★ 令和 4 年 3月 1,820 名 
日本電気化学株式会社 ★★★ 令和 4 年９月 154 名 
株式会社村田製作所 ★★ 令和 5 年 9月 10,917 名 
日本新薬株式会社 ★★★ 令和 6 年 3月 1,820 名 

京京都都府府内内のの認認定定企企業業一一覧覧（54 社中、会員事業場を抜粋） 令和６年 5月末現在 

★★★ 

★★ 

★ 
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安安全全衛衛生生教教育育用用 DDVVDD 貸貸出出ししリリスストト  兼兼  申申込込書書  

・・使使用用料料金金はは、、１１本本  １１週週間間（（７７日日間間））のの貸貸出出ししでで、、会会員員￥￥888800（（税税込込））  非非会会員員￥￥22,,220000（（税税込込））でですす。。  ※※複複数数本本もも可可  

・・原原則則ととししてて貸貸出出しし・・ごご返返却却のの際際ににはは、、当当事事務務所所ままででおお越越ししくくだだささいい。。  ※※レレンンタタルル料料はは前前払払いいととななりりまますす。。  

・・事事前前ににおお電電話話ででごご希希望望ＤＤＶＶＤＤのの貸貸出出しし状状況況ををごご確確認認のの上上、、希希望望欄欄にに✓✓印印をを入入れれてていいたただだきき FFAAXX ままたたはは EE--mmaaiill  

ににてておお申申込込みみくくだだささいい。。  

事事業業場場名名                                                                              

電電話話番番号号                                                                              

ごご担担当当者者                                                                              

貸貸出出期期間間          ／／      ～～      ／／        ままでで      
 タ イ ト ル 収録時間 希望欄 
1 新新入入社社員員のの安安全全とと健健康康  22分  

2 ＤＤＶＶＤＤでで早早わわかかりり  労労働働安安全全衛衛生生法法  140分  

3 
みみんんななででリリススククアアセセススメメンントト  
～～アアセセススメメンントト徹徹底底演演習習～～  

24分 
 

4 リリススククアアセセススメメンントトのの考考ええ方方、、進進めめ方方  20分  

5 みみんんななでで取取りり組組むむメメンンタタルルヘヘルルスス  24分  

6 最最新新--ＫＫＹＹＴＴのの進進めめ方方～～基基礎礎 44ララウウンンドド研研修修法法～～  23分  

7 
危危険険予予知知活活動動ののめめざざすすもものの  

～～ヒヒュューーママンンエエララーー事事故故ををななくくそそうう～～  
18分 

 

8 誰誰ももがが危危険険  熱熱中中症症のの新新常常識識  22分  

9 自自転転車車通通勤勤をを安安全全にに  20分  

10 転転倒倒災災害害ははここううししてて防防ぐぐ～～転転ばばぬぬ先先のの安安全全のの知知恵恵～～  17分  

11 たたかかがが脚脚立立!!??さされれどど脚脚立立!!??  19分  

12 
「「ははささままれれ・・巻巻きき込込ままれれ」」災災害害ははななくくせせるる  

～～みみんんななでで摘摘みみととろろうう危危険険のの芽芽～～  
18分 

 

13 働働くく人人のの腰腰痛痛予予防防  18分  

14 「「どどんんなな危危険険ががひひそそんんででいいるるかか」」徹徹底底訓訓練練  27分  

15 みみええなないい空空気気  酸酸欠欠等等のの災災害害をを防防ぐぐ  20分  

16 有有機機溶溶剤剤中中毒毒をを防防ぐぐ  20分  

17 ププレレスス金金型型交交換換作作業業をを安安全全にに  28分  

18 ククレレーーンン玉玉掛掛作作業業とと安安全全  18分  

19 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..11  89分  

20 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..22  87分  

21 ＲＲＳＳＴＴ講講座座  職職長長教教育育映映像像教教材材集集  ＶＶＯＯＬＬ..33  68分  

22 ココンントトロローールル・・ババンンデディィンンググのの進進めめ方方  17分  

23 電電気気取取扱扱いい作作業業のの安安全全～～低低圧圧電電気気のの基基礎礎知知識識～～  18分  

24   転転倒倒予予防防体体操操～～滑滑りり・・つつままずずきき・・踏踏みみ外外ししをを防防ぐぐ～～  24分  

25 交交通通災災害害ゼゼロロをを目目指指ししてて～～交交通通ＫＫＹＹででゼゼロロ災災運運転転をを～～  16分  

26 腰腰痛痛そそのの予予防防とと対対処処法法  20分  

27 知知っってていいまますすかか安安全全配配慮慮義義務務  26分  

28 フフルルハハーーネネスス型型安安全全帯帯（（墜墜落落制制止止用用器器具具））のの正正ししいい使使いい方方  10分  

29 
職職場場ののハハララススメメンントト再再点点検検  ああななたたのの理理解解でで大大丈丈夫夫でですすかか？？（（第第１１巻巻））  

【【パパワワーーハハララススメメンントト編編】】  
27分 

 

30 
職職場場ののハハララススメメンントト再再点点検検  ああななたたのの理理解解でで大大丈丈夫夫でですすかか？？（（第第２２巻巻））  

【【セセククシシャャルルハハララススメメンントト編編】】  
25分 

 

公公益益社社団団法法人人  京京都都労労働働基基準準協協会会  京京都都下下支支部部      
FFAAXX    335533--33553300    EE--mmaaiill：：sshhiimmoo--jjiimmuu@@kkyyoouukkiirreenn..oorr..jjpp  
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川　上　　　修

京 都 市 南 区 上 鳥 羽 鴨 田 町 6

長岡京工場長

代表取締役社長

間　野　裕　一

小笠原　昌志

小野寺　　真

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社
本社（池田）・京都（大山崎）工場（京都地区）

工 場 長 　 福 嶋 　 洋

椿本チエイン長岡京工場株式会社

園　田　修　三

臼　井　淳　一京都工場長

三菱ロジスネクスト株式会社

32

2022年8月20日より京都市の区画整理により地番変更しました。
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代表取締役社長

事務所長 上田　慶輔藤　井　康　孝

砂　﨑　達　哉
村　尾　　　修

中　島　規　巨

代表取締役社長
代表取締役社長

代表取締役社長 足　立　正　之代表取締役社長

（０７５）３２５–５００６（直）

https://www.tokuden.com

北野　嘉秀

京都事務所
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及　川　浩　典北 尾  浩 平代表取締役 執行役員工場長

中　井　　　亨代表取締役社長

代表取締役社長

福　田　祥　司

積水化学工業株式会社 京都研究所

佐　藤　誉　士 若　林　充　央

龍光14-1

樋　口　章　憲

出　口　好　希 髙　見　哲　夫

代表取締役会長

FAX 075-276-3031TEL 075-276-3030

京都市南区東九条上殿田町48番2〒601-8002

坂本  隆司安　田　善　行代表取締役 社長
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岩　松　正　浩

田　中　勝　久

http://www.tanaka-toba.co.jp/

辻　　　嘉　明

川　瀬　貴　晴

角　井　達　文工場長

常務執行役員
支　店　長

京都市南区西九条西柳ノ内町8番地京都市南区上鳥羽八王神町265番地

6 3 4 6 5 0 0
〒601-8560

村　田　謙　二代表取締役社長

救急告示病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・外国人患者受入れ医療機関認証（ＪＭＩＰ）

ht tps : /www.yasu imoku . co . j p /

上　野　正　哉
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谷　奥　秀　実

髙　田　康　裕
谷　川　隆　史代表取締役社長

京滋事業部

代表取締役社長

代表取締役社長
執　行　役　員

る

難　波　　　潔

粂　田　晃　稔杉　﨑　由　佳

京都下労基だより 2024.8.144



安井 幹也

株式会 社 近 鉄 ・ 都ホテルズ
ウェスティン 都 ホテ ル 京 都
常務取締役 総支配人 長　尾　修　二

〒605-0052 京都市東山区粟田口華頂町一番地（三条けあげ）
TEL  7 7 1 - 7 1 1 1

〒601-8114 京都市南区上鳥羽南鉾立町38番地
T E L 0 7 5 - 6 6 1 - 9 0 2 0

山　崎　敏　子

矢　島　昌　明

藤　井　健　志

執 行 役 員
大丸京都店長

取締役総支配人

鈴　木　一　弘亀　井　邦　彦

大丸松坂屋百貨店

TEL  （ 0 7 5 ）2 2 1– 2 4 0 8

株式会社 近鉄・都ホテルズ

上野 加代子

都ホテル 京都八条
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向　山　喜　之

熊　谷　　　彩

堀　井　智　美

森　　　英　貴

株　本　　　直

大　上　一　正

吉　岡　悠　樹

山　﨑　裕　史

宮　田　信　也

笹　森　裕美子

下　西　範　子

京都市下京区四条通室町東入函谷鉾町101
アーバンネット四条烏丸ビル5階
TEL 075－854－3195㈹

〒600-8009

【編集委員】
清　水　　　徹（㈱松井色素化学工業所）
本　多　孝　雄（水野建設㈱）
成　田　雅　幸（三菱製紙㈱京都工場）
熊　谷　　　彩（京都下労働基準監督署）
尾　本　幸三郎（京都下支部　事務局）

署　　　　長

副　署　長

副　署　長

第一方面主任監督官

第二方面主任監督官

第三方面主任監督官

第四方面主任監督官

安全衛生課長

労災第一課長

労災第二課長

業務課長（命）補償課長

島　畑　雄一郎
〒615-8081  京都市西京区桂池尻町112番地

TEL：075-841-3432  FAX：075-812-5345
〒604-8492 京都市中京区西ノ京右馬寮町2-7

ブログ
始めました。

http://www.syubisya.co.jp

© Takehiro Iikawa
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